
▼
さ
て
、
今
回
は
、
去
る
８
月
４
日
に

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
さ
れ
た
、
本
部
の
課
題

別
学
習
会
「
開
庁
時
間
短
縮
の
実
態
と

課
題
」
の
資
料
を
基
に
記
載
し
ま
す
。

な
お
、
学
習
会
の
聴
講
は
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
念
の
た
め
申
し
添
え
ま
す
。 

▼
学
習
会
で
は
、
①
八
王
子
市
職
労
、

②
福
岡
県
古
賀
市
職
労
、
③
宮
崎
県
都

城
市
職
労
か
ら
取
り
組
み
報
告
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
概
要
は
【
図
表

１
】
～
【
図
表
３
】
の
と
お
り
で
す
。 

▼
以
下
、
窓
口
の
「
開
庁
時
間
短
縮
」

に
対
す
る
自
治
労
本
部
の
考
え
方
を
も 

と
に
何
点
か
記
載
し
ま
す
。 

あいづ 
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学習の強化と交流で組織を強化しよう！ 

シ

リ

ー

ズ

35

『

開

庁

時

間

の

短

縮

』 

「
超
過
勤
務
の
縮
減
」
「
不
払
い
残
業
の
撲
滅
」
の
た
め
に

も
『

窓
口
開
庁
時
間
の

短
縮
』

に
取
り
組
も
う
！ 

紙面学習 

当面の日程 
■9月6日（土） 

○11:00～県南・会津総支部交流会
（藤沼湖バーベキューサイト） 
 

■9月13日（土） 

○10:00～県本部現業評議会定期総
会・学習会（郡山市 県農業総合セン
ター） 
 

■9月18日（木） 

○13:30～県本部第9回単組代表者会
議（福島GP） 
 

■9月20日（土） 

○9:00～県本部現業評議会住民アピー
ル行動（会津若松市スマートシティ
AiCT ） 

▼
自
治
体
に
お
い
て
、
本
庁
舎
等
の
窓
口

開
庁
時
間
と
勤
務
時
間
が
一
致
し
て
い
る

場
合
（
一
般
的
に
は
、
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）
、
業
務
の
準
備
や
片
付

け
、
所
属
内
で
の
申
し
送
り
・
情
報
共
有

等
が
「
超
過
勤
務
」
も
し
く
は
「
不
払

い
」
と
な
る
実
態
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
組
合
と
し
て
は
、
適

正
な
労
働
条
件
が
確
立
で
き
る
よ
う
取
り 

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

▼
窓
口
の
開
庁
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と

で
、
前
述
の
「
超
過
勤
務
」
の
縮
減
や

「
不
払
い
」
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
職
員
の
働
き
方
改
革
の 

【図表１】八王子市職労 

項目 説明 摘要 

人口 56万人  

職員数 
5,261人 
（内会計年度 2,677人） 

 

（取組み概要） 
■市民部事務所の窓口時間短縮（2024年度） 
 （1時間30分の短縮） 
①八王子駅南口総合事務所 
 ※商業施設の開始時間に合わせる。 
 ※9:00～10:00は、リモート窓口対応。 
 平日 8:30～19:00⇒10:00～19:00 
 日曜 8:30～17:00⇒10:00～17:00 
②南大沢事務所 
 ※商業施設の開始時間に合わせる。 
 平日・日曜 8:30～17:00⇒10:00～17:00 
③その他事務所 
 ※併設施設の開始時間に合わせる。 
 平日 8:30～17:00⇒9:00～16:00 
■窓口開庁時間短縮のメリットとデメリット 
①メリット 
・以前は、開庁時間中に手分けして行っていた業務を開 
 庁時間前に集中して行える。 
・同じく、開庁時間の8時30分までに開庁準備を行うた 
 め設けていた早番が不要になる。（早番はシフトを組 
 んでいたため育児等でシフトに入れない職員がい 
 た。） 
・閉庁間際の市民に対応できる。（以前は5時を過ぎると 
 他の自治体は電話に出ないことがあった。） 
・10時から16時までの開庁時間により、会計年度任用 
 職員の勤務時間にも余裕ができる。 
②デメリット 
・人員減の可能性 
・バックヤード業務（各種データ処理、接遇研修やミー 
 ティング等々）の押し付けられ感 
・市民にとって、マイナンバーカードの保有の有無によ 
 り格差が生じる。 

【図表２】古賀市職労 

項目 説明 摘要 

人口 5万９千人  

職員数 
403人 
（内会計年度 35人） 

 

（取組み概要） 
■住民票等のコンビニ交付が５割を超えた⇒市役所の窓
口受付時間の短縮へ 
①現行8:30～17:00⇒変更後9:00～16:00 
②実施時期：2025年1月～ 
③対象施設：市役所全フロア、上下水道庁舎等 
④電話受付時間も、2025年4月から9:00～16:00へ 
■受付時間短縮までの経過 
・2023年10月：確定闘争の職場オルグで提案あり⇒当 
 該職場の所属長と交渉⇒所属長から市長へ短縮提案 
・2024年１月：庁議にて全施設の短縮を念頭に検討開 
 始を確認 
・2024年2月：先進地視察（つくば市） 
・2024年3月：議会で「窓口受付時間の短縮検討」表明 
・2024年4月：職員プロジェクトチーム設置（労組関与 
 なし）、同時に労組のプロジェクトチーム設置 
・2024年5月：全国の自治体へのアンケート実施提案 
・2024年7月：市当局が全国の自治体へアンケート↗ 

・2024年8月：管理職から意見・質問集約、全庁共有 
・2024年9月：全職員から意見・質問集約、全庁共有 
         議会総務委員会に報告 
         窓口受付時間短縮ガイドラインを確定 
         し記者発表 
・2024年10月：広報紙等々にて市民への周知開始 
・2024年11月：区長会経由で回覧板にて市民周知 
・2024年12月：全職員アンケート実施 
         職員研修会スタート（全５回） 
・2025年1月：窓口受付時間短縮スタート 
・2025年6月：電話受付時間短縮スタート 
※短縮した職場は、31課中27課（対象外は、生涯学習
推進課、図書館等） 
■市職労としての（短縮前の）課題認識等 
・短縮提案のあった職場は「市民国保課」 
・勤務時間と開庁時間が同一だと、始業前の準備や朝礼 
 が、ただ働きとなってしまう。 
・窓口に来客者が残っていることも多く、職場オルグを 
 実施しても全員参加が困難であった。 
・短縮は、勤務条件の変更ではないため事前協議の対象 
 外となるが、勤務環境の変更であることから組合の意 
 見を聞くように要請→確認 
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機関紙の内容について職場の仲間と話し合おう！ 

 

編
集
後
記 

▼
い
よ
い
よ
９
月
で
す
。
今
年
も
残
す

と
こ
ろ
４
か
月
、
１
年
の
３
分
の
２
が

終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
早
い
で

す
ね
ぇ
。 

▼
９
月
は
秋
の
始
ま
り

の
月
、
で
も
厳
し
い
残

暑
が
続
い
て
い
ま
す
。

秋
は
「
食
欲
の
秋
」

「
読
書
の
秋
」
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」

等
々
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
少
し
先

に
な
り
ま
す
が
、
「
紅
葉
」
も
あ
り
ま

す
ね
。
県
本
部
Ｈ
Ｐ
も
担
当
し
て
い
ま

す
が
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
用
の
写
真
撮
影

に
行
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
今
年
は
、

ど
こ
の
紅
葉
に
し
よ
う
か
…
（
Ｈ
Ｐ
用

の
写
真
募
集
中
で
す
）
。 

（
坂
内
） 

手
法
と
な
り
得
る
わ
け
で
す
。
で
す
か

ら
、
当
局
に
対
し
て
①
他
自
治
体
に
お

け
る
取
り
組
み
事
例
や
、
②
各
窓
口
に

お
け
る
時
間
帯
別
の
来
庁
者
数
等
々
、

そ
の
実
態
の
把
握
と
、
検
討
を
進
め
る

よ
う
に
要
求
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

▼
ま
た
、
開
庁
時
間
の
変
更
に
伴
い
、

勤
務
時
間
も
変
更
し
て
い
る
自
治
体
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
導
入
・
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
勤
務
労
働
条
件
の
変
更
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
「
交
渉
事
項
」
と
し

て
労
使
協
議
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

▼
本
部
顧
問
弁
護
士
か
ら
の
助
言 

「
当
局
が
、
『
開
庁
・
閉
庁
時
間
自
体

は
管
理
運
営
事
項
で
あ
る
』
と
主
張
す

る
こ
と
が
あ
り
得
ま
す
が
、
管
理
運
営

事
項
で
あ
っ
て
も
勤
務
条
件
に
影
響
を

与
え
る
場
合
に
は
労
使
交
渉
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
開
庁
・
閉
庁
時
間
は
職
員

の

超

過

勤

務

に

影

響

す

る

た

め 

総支部HP 

会津総支部ホーム
ページのトップペー
ジです。  

機関紙 

総支部機関紙のバッ
クナンバーは、こち
らから。 

勤
務
条
件
に
影
響
を
与
え
る
と
い
え
、

労
使
交
渉
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
申
し

入
れ
の
際
に
は
、
例
え
ば
『
超
過
勤
務

の
是
正
・
縮
減
の
た
め
の
開
庁
・
閉
庁

時
間
の
変
更
』
等
、
勤
務
条
件
に
影
響

を
与
え
る
旨
を
明
示
す
る
と
よ
い
で 

し
ょ
う
。
」 

▼
最
後
に
、
全
国
の
状
況
に
つ
い
て
で

す
。
【
図
表
５
】
は
、
自
治
労
本
部
が

各
自
治
体
の
Ｈ
Ｐ
等
を
基
に
、
①
実
施

し
て
い
る
自
治
体
、
②
今
後
実
施
予
定

の
自
治
体
の
状
況
を
集
約
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
開
庁
30
分
、

閉
庁
15
分
短
縮
の
「
45
分
短
縮
」
が

一
番
多
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
午
前
９
時
開
庁
、
午
後
５

時
閉
庁
と
な
り
ま
す
。
県
内
で
は
、
い

わ
き
市
が
本
庁
舎
市
民
課
窓
口
を
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
に
短
縮
し
て
い
ま

す
の
で
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【図表3】都城市職労 

項目 説明 摘要 

人口 16万5千人  

職員数 
1,401人 
（会計年度を含まず） 

 

（取組み概要） 
■交渉へ向けて 
・窓口来庁者数の時間帯が把握できる２課の状況をみる 
 と、「8時台と17時台の窓口を閉めても、ほとんど影 
 響が出ない」ことが分かった。 
・窓口時間の短縮によって、業務改善や事業の検討を行 
 う時間が確保でき、職員の時間外勤務を減らすことが 
 できる。 
■取り組み経過 
・2024年9月：当局と事務レベル協議 
・2024年11月：賃金確定交渉で要求（交渉日の数日前 
 に宮崎市が翌年6月から窓口時間短縮を実施する旨の報 
 道あり）。交渉の数日後から当局内で協議が行われ 
 た。 
・2024年12月：庁内で課題の整理 
・2025年1月：「GW明けから実施する」旨の記者発表 
・2025年4月：市の広報紙に掲載（HPでは１月から周 
 知） 
■実施内容とその影響等 
・変更前：8:30～17:15→変更後：8:45～16:30 
・初日は不安が大きかったが、慣れるのに時間は必要な 
 かった。 
・窓口対応時間が短縮となり、気持ちが少しラクになっ 
 た。 
・8:45と16:30に館内チャイムが流れるようになったた 
 め、来庁者も職員にもわかりやすい。 
・現時点でトラブルは起きていないが、仮に起きても職 
 場で協力して対応していくだけ。 
・デジタル化の推進や人口減少、職員の人員不足を考慮 
 すると、いつの日か取り組むことになる。今、改革し 
 ても、５年後に改革しても、様々な意見が出ることに 
 大差はないはず。職員不足の状態になる前に、今、改 
 革をすれば、みんなで協力して対応することが可能。 

【図表４】本部第99回定期大会 運動方針案より 

３. 長時間労働是正と人員確保、安全衛生の推進 
 
【長時間労働是正と労働者の視点による働き方の改革】 
 
７. 始業時の準備や終業時の片付けや朝礼・終礼等が勤務時間を超え 
 て発生している状況があるため、以下の通り点検し、是正を求め 
 ます。 
 
①時間外労働が発生している場合は、勤務時間内で行われるよう是 
 正を求めます。 
②管理職等の指示の有無に関わらず、発生している時間外労働につ 
 いては、手当の支給を求めます。 
③近年、時間外労働の縮減や職員の働き方改革の一環として、窓口 
 の開庁時間を短縮する自治体もあります。改善する手法の一つと 
 捉え、当局に対して実態の把握と検討を求めます。 
 本部は、全国的な導入事例や効果を検証し、県本部・単組との共 
 有と総務省等への必要な対策を行います。 

【図表５】本部資料「開庁時間変更自治体一覧」（7月末現在）より 
《 短縮時間の傾向 》 

短縮時間 自治体数 具体的な短縮方法 

15分 3 閉庁15分 

30分 9 ①開庁15分・閉庁15分、②閉庁30分 

45分 22 開庁30分・閉庁15分 等 

60分 19 ①開庁30分・閉庁30分、②開庁15分・閉庁45分 

75分 12 開庁30分・閉庁45分 

90分 4 開庁30分・閉庁60分 等 

105分 2 開庁30分・閉庁75分 

※自治労本部において、自治体のHP等で確認できたものを集計した資料です。これによる
と、既に実施している自治体が「50」、今後実施予定が「21」となっています。 


